
５回目の検査である本格検査の結果を示します。
新型コロナウイルス感染症の影響により、３年間にわたり実施されました。
一次検査で判定は全体の98.8％、B判定は1.2％、A２判定の大半は20mm以下の
のう胞、B判定の大半は5.1mm以上の結節、という傾向は先行検査、本格検査（検査
２回目と３回目）と同様でした。
二次検査では、穿刺吸引細胞診の結果、39人の方が悪性ないし悪性疑いとなって
います。

本資料への収録日：2024年３月31日

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（令和５年度版）」　第 10 章 健康管理

144


